
六ヶ所村にくらしてみて
～核燃料施設と農的生活の間で～

2022年1月16日(日) カフェスロー山本勇樹

主催：国際環境NGO FoE Japan、カフェスロー 協力：環境=文化NGOナマケモノ倶楽部



自己紹介

• 山本勇樹、１９８１年生まれ、千葉市生まれ育ち。

• 様々なNPO/NGOの活動に参加

• ２００８年～ 六ヶ所あしたの森の立上げに参加

• ２０１０年～ 六ヶ所村・東北町へ移住（約７年間）

• ２０１６年～ カフェスロー（東京都国分寺市）

• 現在

カフェスロー店長

地域通貨ぶんじプロジェクト事務局

日本トイレ研究所トイレ向上委員



六ヶ所あしたの森とは

・誕生のきっかけ：２００７年「walk９」

→島根原発から青森県六ヶ所

村までの各原発で植樹しなが

ら歩いていくムーブメント。

・その最終地点の植樹場所を

「六ヶ所あしたの森」と命名、

有志のメンバーで植林場所をエコビレッジへ



山本が六ヶ所に関心を持ったきっかけ

• たまたま聞いていたラジオで

映画「六ヶ所村ラプソディー」

のはなしを聞く。

• 国際（いわゆる途上国と呼ばれ

るような国々）問題よりも、

日本国内の問題に取り組むこと

が大切なのでは？

→上映会を地元千葉市で。



山本があしたの森に参加することになったきっかけ

・フィリピンに行って実感

国際協力(支援)よりも、国内問題・課題。

・六ヶ所村ラプソディ―のその後を描いた

「六ヶ所村通信 No.4」がきっかけで。

・共感の輪を広げていく活動

六ヶ所村でできる、反対運動・脱原発って。。



六ヶ所村とは









あしたの森とは









あしたの森の取組み

















































あしたの森のその後

・あしたの森

→「あしたの森と海のがっこう」

株式会社セカエル（福岡県北九州市）

・七戸町 地域おこし協力隊

・有機農業

・山本はカフェスローへ



あしたの森と海のがっこう（セカエル）



六ヶ所村で取り組んでみて、暮らしてみて

・３１１のときの話

・六ヶ所村の今後について

・農的生活、オルタナ・サステナブルな暮らし

ひと・土地・資金



ありがとうございました！



カフェスローのお話し







森林農業（アグロフォレストリー）


